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アルツハイマー病の早期診断・予防法の開発

2024.１０.１６

Sema3AをターゲットとしたAD早期診断とその予防法の確立に向け、以下の基盤技術の確立
に成功した。
生体Sema3Aの高精度測定系を確立
・世界に先駆けてSema3Aを特異的に測定できるELISAシステムを樹立
・ヒト死後脳における測定に成功
Sema3Aシグナルをターゲットとした薬剤スクリーニング系を確立
・Sema3A受容体を介したAβ産生促進機構の解明
・Sema3A受容体をターゲットとした薬剤スクリーニング系の樹立に成功

アルツハイマー病（AD）は、高齢化社会が進む現代において克服すべき疾患の一つである。ADの発
症はアミロイドβ（Aβ）の蓄積により引き起こされると考えられているが、Aβ蓄積の開始とAD発症
との間には十数年のギャップがあり、疾患が発症してからの介入では効果が限定的である。従って人
類がADを克服するためには、Aβ蓄積を引き起こす予兆をとらえることでAD未病状態を早期に発
見し、その改善に努めることが必須であるが、このような視点からの開発研究は成功していない。
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AD未病状態の早期診断法の確立
AD予防を目指した創薬研究
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神経発生制御因子の一つであるセマフォリン3A（Sema3A）は、その発現異常がAD発症に関連す
ることが示唆されている。しかし、信頼性の高いSema3A抗体が存在せず、再現性の高い研究結果
が得られないことや、AD発症とSema3A発現異常との因果関係が不明である。従って、Sema3A
をターゲットとした医療応用を展開するには、これらの障壁を乗り越える必要がある。

■共同研究（確立した薬剤スクリーニング系を用いた創薬研究）
■技術移転（生体Sema3Aの大規模測定を目指した技術移転）
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